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I. は じ め に
近年、アメリカ合衆国の移民に関する研究は、移民をめぐる人種や民族
の枠組みの構築に注目し、本国や世界の様々な拠点とのつながりに注目す
るトランスナショナリズムやディアスポラ、さらにはジェンダーや比較の
視点を取り入れて、大きな成果をあげている。第一次世界大戦中のアメリ
カ合衆国の移民については、従来、送出国（送出地域）ではナショナルヒ
ストリーの一部として、受入れ国であるアメリカではアメリカ史の一部と
して、或いは各エスニック集団のエスニック史として、その歴史が研究さ
れてきた。しかし、第一次世界大戦を国家間の関係から検討するのではな
く、グローバルな視点からそのトランスナショナルな性質に注目する視点
が近年提示され(Winter ed. 2014: 1-10)、アメリカの第一次世界大戦との
かかわりとアメリカ国内の様々な移民への政策は、グローバルな視点から
分析されるようになった。また、移民研究の分野でも、国民国家を批判的
に相対化し、国家、民族、エスニック集団などの集団の枠組みの構築を人
種、ジェンダー、階級など多様な視点から問う研究が進展している。
東欧系移民の研究では、山本(2013)が 19世紀後半から 20世紀初頭のハ
ンガリー王国からアメリカ合衆国への移民を取り上げ、第一次世界大戦と
ハンガリー王国からの移民について、興味深い分析結果を提示した。ま
135
ず、山本は、第一次世界大戦期の鉄鋼需要が東欧移民労働者に与えた影響
を指摘し、第一次世界大戦の鉄鋼需要の中で高まる労働争議において、ハ
ンガリー王国からの移民が、黒人不熟練労働者などとの差異化をはかり、
「白人性」を獲得していったことを示した（山本 2013: 189-202）。また、
山本は、アメリカの参戦前後のハンガリー王国の移民の越境的な人的ネッ
トワークと民族意識をアメリカ化との関連でも比較し、アメリカ参戦後は
ハンガリー王国出身者の様々な移民コミュニティがアメリカ化政策の下で
共存しており、ドイツ系移民との差異化を図りながら、アメリカへの戦時
協力を行っていたことを指摘している。しかし、その社会的結合は、ジェ
ンダー、エスニシティ、階級などに沿った枠組みや秩序の下に再編され、
多元化したのだという（山本 2013: 233-244）。このように、東欧系移民の
研究では移民たちの越境的で重層的なネットワークや集団の構築と、白人
性の獲得が検討されている。
一方、アジア系移民研究については、高村（2009）が、第一次世界大戦
中の各コミュニティの動向と戦争参加がシティズンシップ獲得にどのよう
な影響を与えたのか、アメリカ合衆国とカナダの日系人、女性、先住民と
いう複数のマイノリティ集団で比較している。高村によれば、人種主義に
基づいた排除と包摂のプロセスに影響をうけながらも、各マイノリティ集
団は戦争をきっかけにシティズンシップを与えられる側へと越境する可能
性を得たのだという。しかし、日系移民の例をみると、兵役が市民権獲得
に大きな意味を持っていた時期であるにもかかわらず、人種主義や、それ
に影響された市民権の定義のあいまいさから、アメリカ軍の兵役についた
日系人たちが帰化権を得ることが可能になるのは、1935年のナイ・リー
法を待たねばならなかった。
また、松本(2007)は、20世紀前半のカリフォルニア州において、様々
な人種集団やエスニック集団の言説とアメリカの国民化のプロセスに注目
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し、「わたしち」と「他者」という「人種」をめぐる「境界」がいかに構
築されていったかを論じている。特に、第一次世界大戦中は、アメリカ化
という考えが一層意味を持ち、排斥運動と深く結びついて、「白人」「非白
人」という人種的境界の構築と排除や包摂に関連した。さらに、中野
(2013)は、移民に対するアメリカ化政策とアメリカの第一次世界大戦前後
における対外政策が、総力戦へと向かう戦時体制の構築に深く関わってい
たことを指摘している。
しかし、第一次世界大戦が、グローバルでトランスナショナルな性質を
持っているという指摘がなされているにもかかわらず、第一次世界大戦中
のアメリカの移民の越境的な民族運動と人種意識の構築、さらに、複数の
移民集団や人種集団の関わり合いなどは、言語の問題など様々な制約のた
め、あまり進んでいないのが実情である。
そこで、本稿は、第一次世界大戦前後のアメリカ合衆国への移民の越境
的な民族・国家像の形成やアメリカ化との関わりを、白人アメリカ人とし
ての地位を獲得していく東欧系移民を中心に分析する。そして、民族、人
種に関わる言説を他者としての地位を与えられていくアジア系移民の言説
と比較することで、人種の視点から問い直したい。本稿では、まず東欧系
移民とアジア系移民の背景と第一次世界大戦前までのコミュニティの発展
を比較する。次に、第一次世界大戦中の移民の越境的な民族意識の形成と
アメリカ化を、特にアメリカ本土に在住するクロアチア系移民と日系移民
を中心に比較する。クロアチア系移民の多くは東部に在住し、第一次世界
大戦前にアメリカに移民してきたクロアチア人は約 60-80万人と試算され
ている(Čizmić 1982: 125-128; Lakatoš 1914: 64; Prpić 1971: 396-399)。一方、
日系移民は 1920年までの入国数の総数は、約 25万人であり(飯野 2000:
11)、統計に現れない非合法移民を考慮に入れても、欧州系移民よりずっ
と規模が小さい。また、大規模な労働移民のはじまった 1894年以降、日
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米紳士協約（1907-1908）が労働移民を禁止する 1908年までの間、計 12
万 5000 人が西海岸へ、7 万 6400 人がハワイへ渡航している(ヤノ編
2002: 373)。このように主な居住地域にも違いがあるため、これらを単純
に比較することには問題もある。
他方、当時のクロアチアはオーストリア＝ハンガリーの支配下にあり、
アメリカの参戦後は敵国人であったのにもかかわらず、アメリカのバルカ
ン地域や中・東欧への関心、さらには民族自決主義の後押しを得て、本国
の南スラヴ主義運動と越境的に関わり、ドイツやオーストリア非難を通じ
てドイツ人との差異化も図っていった。さらに、彼らはアメリカへの戦時
協力やアメリカ化を強調することで、アメリカ社会での地位上昇も目指し
ていた(Nomura 2007)。一方、日系移民は、第一次世界大戦前後から激化
する排日運動の渦中にあったが、第一次世界大戦中は一時的に排日運動が
弱まっていた。当時、日本は協商国側、連合国側で第一次世界大戦に参加
し、欧米列強への仲間入りを目指しており、日本のメディアはドイツやか
つて黄禍論を唱えたドイツ皇帝ヴィルヘルム二世への非難も掲載していた
（飯倉 2004: 229-233）。日系移民コミュニティは、引き続きアメリカ化運
動を行い、新聞などのメディアや在米日本人会などの組織を通じて、日本
のナショナリズムと越境的に関わりながら、自民族がアメリカに同化でき
る文明的で優れた人種であることをアメリカ社会に示そうとした。
このように見てくると、両者が本国の状況やアメリカとの関係、移民達
の本国との越境的な関係、さらには、移民達のアメリカでの背景と他集団
とのかかわりの中で、どのように包摂と排除のプロセスを経験したかをそ
れぞれ検討することは、移民研究上も大いに意味があると思われる。本稿
では、女性や子どもの組織化も考慮にいれながら、戦略的に集団の枠組み
が構築されていった過程で出された言説を概観したい。
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II. 東欧系移民とアジア系移民
ここでは、東欧系移民とアジア系移民の経緯や、コミュニティの形成に
ついて検討する。東南欧からの移民たちは 19世紀末から 20世紀はじめ、
アメリカ合衆国への移民の多数を占めていた。最大の移民数を記録した
1907年には欧州からの全移民のうちの 81.0 %が東南欧からの移民(U.S.
Congress 1911a: 17)であり、特に、オーストリア＝ハンガリー領内から移
民してきた人々の数は約 34万人にもなり、そのうち 70%以上がスラヴ系
移民であった(Prpic 1971:103)。
一方、欧州からの移民数に比べれば少数ではあるが、アジアからの大規
模な移民も、19世紀後半から始まった。例えば、日本からアメリカへの
人の移動は 1880年代後半に始まり、1907年頃にそのピークを迎えてい
る。特に、1900年代から、労働移民を禁止する 1907-1908年の紳士協約
まで、日本からは多数の労働移民がアメリカに流入した。
出身地域や移民の理由は様々であるが、これらの移民達は資本主義的な
経済のグローバルな拡大に伴う社会、経済的変化の影響を受けていた。移
民の多くは出稼ぎ目的で渡航してきた単身の男性であり、彼らは、工場や
鉱山の不熟練労働者や、発展する都市に食料を供給する農村地帯の農業労
働者となってアメリカ社会に参入していった。しかし、初めは出稼ぎの目
的で出発した移民達の多くが、実際には合衆国にとどまることになった。
また、家族呼び寄せなどの結果、女性移民の数も次第に増加していった
(Blach 1910: 37, Govorichin 1961: 82, Kraljic 1985: 400, 406, Leinenweber 1968:
1, Prpić 1978:67, Prpić 1971 :123, 151, U.S Congress 1911b)。
厳しい労働条件・生活状況の中にあった移民労働者は、同郷・同言語の
ネットワークを形成・利用し、また、移民コミュニティのリーダーたちは
相互に協力し、コミュニティの組織化と共同体意識の構築を図った
(Čizmić 1994: 7, 29-31, 一政 2012)。さらに、多くの移民は、家族関係や
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地域的なつながりによって送出地域と関係を持ち続けており、越境的で双
方向的な人や情報、モノの移動による様々なネットワークが形成されてい
った(Hranilović 1990, Gabaccia 2012, Govorichin 1961: 176, 山本 2013)。こう
して移民コミュニティが発展する過程で、移民協会や教会、メディアが大
きく発展していった。
当時、帝国に出身地域が支配されていた東欧移民による移民協会や、メ
ディア、そして移民コミュニティのリーダーたちは、労働者である移民た
ちを組織し、本国で高まっていたオーストリア＝ハンガリーからの独立運
動、国民国家形成運動と越境的に関わり合う言説や活動を生み出していっ
た。例えば、クロアチアからの移民は、初の統一的なクロアチア系の移民
協会として 1894 年にクロアチア民族協会（Nardona hrvatska zajednica＝
National Croatian Society）（1926年にクロアチア友愛協会(Croatian Fraternal
Union)に改称、現在に至る）を設立し、1906年には同協会の機関紙「友
愛」を創刊している。
一方、日本からの移民は、日本の大使館、領事館と深いつながりを持っ
た在米日本人会が日本人移民に対して主導的な役割を果たしたが、県人会
や教会組織など様々な組織も形成され、移民達はそれらと多元的に関わっ
ていた。
東欧からの移民もアジアからの移民も、大量の不熟練労働者として労働
市場に流入しており、労働市場における競争相手やスト破りとして非難さ
れ、貧困や犯罪が社会問題視された。単身の男性が多い中国や日本からの
移民たちの場合、飲酒、ê博や買春なども批判された。彼らは、重大な社
会問題を引き起こし、アメリカの道徳や倫理を損なう存在だと批判された
のである。彼らの風習や文盲率、服装などの文化的、社会的要素も、非文
明的でアメリカ社会に同化できない人種的脅威とみなされた。このよう
に、中国系移民や日系移民などは、度重なる排他的な世論の圧力や運動、
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移民法や土地法などによって、経済、社会、政治的に排除され、他者とし
ての地位を与えられていった。こうした中で、女性や子どもは、野蛮な風
習を持つ集団の中で抑圧されている存在として表象されたり、次々と子ど
もを産んで貧困を拡大させ、アメリカの人種的な純粋さを脅かす存在とし
て語られた。また、東欧、南欧からの移民も、従来のドイツやスカンジナ
ビア諸国などからの移民とは区別され、「新移民」と呼ばれて差異化され、
セツルメント運動などの社会改良運動の中では、教化・改良の対象となっ
た。
このようなアメリカの世論の中で、各移民コミュニティは、人種や民族
意識の構築、集団の枠組みの構築、そしてアメリカ化を同時に進めていっ
た。これは同時に、移民組織や教育などを通じて家族の形成や、女性と子
どもを組織化していく過程も伴った。例えば、1894年設立のクロアチア
民族協会の誓約文では、協会設立の目的を次のように書いている。
当団体は、クロアチア人たちの扶助のために設立される。（中略）す
なわち、クロアチア人たちが、英語を話す人々と同様の生活上の義務
や市民としての権利にふさわしくなるように、英語や他の学問の教育
や指導を行うため、また、アメリカ合衆国の法の下に帰化することが
重要であり義務であるということを、彼らに教え、理解させるためで
ある。(In the Court of Common Pleas, No. 1 of Allegheny County Pennsylva-
nia No.617. of June Term 1897).
ここでは、「英語を話す人々」、すなわち、白人アングロサクソン社会に
同化し、帰化するよう努力するものとして、「クロアチア人」が位置付け
られている。同協会では、ごく初期から市民権獲得や英語の習熟など、ア
メリカ社会への適応を促すための様々な提言を行い、アメリカ市民になり
得る「文明的な」クロアチア人像が提示されてきた(Nardona Hrvatska
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Zajednica (NHZ) 1897: 3; NHZ, NCS 1898: 7; NHZ, NCS 1900: 9)。1894年
創立時の時点で、会員規約には、協会参加後 6年以内に市民権の取得をす
ますことを会員の義務と定めている(Hravatska Zajednica 1894: 3-5)。また、
保険制度などを通して、その多くが移民労働者であった会員を、本国に在
住する妻や子どもなど家族とともに、次第に組織化していった（野村
2009, 一政 2012）。
以上のように、19世紀末から 20世紀はじめのアメリカでは、移民たち
のネットワークを通じてエスニック集団としての枠組みが次第に構築され
てきていた。また、移民協会は移民たちを経済的・社会的に保護すること
で、彼らのアメリカ社会への適応を支援し、同時に、本部や支部へ移民た
ちを会員として組み込み、社会・経済的な扶助制度や、出版、文化的活動
を通じて、移民たちの間に越境的な国民意識や民族意識を構築していった
のである。そうした一方で、移民たちは、送出地域やアメリカ各地の移民
コミュニティの中の様々なネットワークや組織に多元的に関わり合い続け
ていた。
III. 第一次世界大戦とアメリカ化と「民族」
a) クロアチア系移民
第一次世界大戦は、移民達の出身地域への関わりや、政治、社会状況、
越境的な出版ネットワークによる世論の影響などで、越境的な民族運動や
民族意識が高まり、特定のエスニック集団として組織化が進展する大きな
契機となった。それと同時に、第一次世界大戦中のアメリカ化は、アメリ
カでの移民集団の人種像の構築とも関連した。この時期の移民達のアメリ
カ化への努力は、アメリカ社会に自己集団がより良く受け入れられるよう
求める活動と密接な関係にあった。
まず、第一次世界大戦中のクロアチア系移民の故郷やアメリカ政府との
142
かかわりを見てみよう。第一次世界大戦中、クロアチアからの移民を含む
南スラヴ系の移民の間では、故郷で高まっていた南スラヴの統一国家の形
成をめざす民族運動を政治的、経済的に支持するという、民族意識の高ま
りが見られた。クロアチア民族協会は、故郷のオーストリア＝ハンガリー
からの独立を求める民族運動を支持し、政治的・経済的な支援を続けてい
た。1912年には、民族意識に基づいて政治活動を行うクロアチア同盟が
クロアチア民族協会の支援で成立している(Čizmić 1982, 1994, Prpić 1971:
181)。さらに、クロアチア民族協会は、大戦前から会員の子どもたちにも
注意を向け、死亡会員の子ども達を保護するために、孤児院の建設計画
(Zapisnik 1904: 22)などを進めていた。第一次世界大戦中には、6− 16歳
のクロアチア系、スロヴェニア系のどの子どもたちも会員として受け入れ
る青少年部の設立が決まり、子どもたちも組織化されていった。なお、
1916年には青少年部向けの月刊誌「青少年」(Pomladak)が創刊されている
(Čizmić 1994: 103, 145-6, Prpić 1971: 181, 223-234, Miller (ed.) 1987: 50-51,
Telišman 1895: 71)。
もちろん、すべてのクロアチアからの移民が、オーストリア＝ハンガリ
ーからの独立を望んだわけではなく、皇帝に忠誠を誓うものや三重君主国
を望むものなど、その政治理念も多様であった。一方、オーストリア政府
は、大使館や領事館を通じて、帰国や軍役への呼びかけ、帰国旅費の補償
などや、反オーストリア的活動への対策を行っていた(Čizmić 1994: 144-7,
Prpić 1971: 237-8、クリソルド 1980: 164-176)。このような状況の中で、
1916年に行われたアメリカの大統領選挙では、クロアチア系移民全体の
10％以下しか投票権を有していなかったものの、多くのクロアチア系移民
がウィルソンに票を投じた。この理由として、ウィルソンがアメリカを参
戦させなかったことが背景にあると考察されている(Prpić 1971: 234-239)。
しかし、クロアチア民族協会やクロアチア同盟、イリノイクロアチア協
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会などは、故郷で高まる南スラヴの統一を求める運動を支持し、その運動
は 1915年に初の南スラヴ系移民の合同会議が開かれると最高潮に達した
(Čizmić 1994: 153-4, Anteć 1992: 162)。さらに、第一次世界大戦にアメリ
カが参戦すると、クロアチア系移民もアメリカへの戦争協力や貢献を強調
するようになった。多くのクロアチア系移民新聞は、アメリカ赤十字への
寄付、自由国債の購入やアメリカ軍に従軍するクロアチア人についての報
道を続けた。また、クロアチア民族協会などの移民組織は、会員規約でア
メリカに不忠誠な次のような人物を退会対象とした。
アメリカ合衆国憲法を明らかに尊重しない者、アメリカ合衆国の法律
を遵守しない者、アメリカ合衆国への反逆罪で有罪判決を受け、受刑
している者。アメリカへの兵役を不法に忌避しようとする召集兵。国
家としての政治的独立性を否認し、アメリカ合衆国政府によって、戦
時においてアメリカやその連合国の戦争準備や戦争目的の遂行に対し
不実であり有害であるとされた団体の会員である者。(NCS 1918:
60-1)
サラエヴォ事件をきっかけにした大戦の勃発は、アメリカ世論のバルカ
ンに対する関心を高めていった。1917年 12月 11日に、ウィルソンは、
アメリカに対して忠実で、敵国の軍事活動への援助や擁護をしないすべて
の人々に対し、アメリカ市民は友好的であるべきだ、との声明を出した
(Čizmić 1994: 162)。このような状況に後押しされる形で、このときまだ
多くのクロアチア系移民が、未だオーストリア＝ハンガリー市民であった
にもかかわらず、敵性外国人として扱われることはなかったのである。一
方、南スラヴ運動とその運動へのアメリカの支持を訴えるクロアチア系移
民たちの活動も、敵国人と見られないようにするという目的があったこと
は想像に難くない。こうした中で、アメリカのクロアチア系や他の南スラ
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ヴ系の越境的な民族運動はより活発化していった(Čizmić 1982: 277, 1994:
144, 166-8, Gaži 1956: 51, Prpić 1971: 23, 240)。
一方、主な移民協会は、アメリカ政府や世論への働きかけを続けてい
た。1915年のロンドン条約時の秘密協定では、スロヴェニア人やクロア
チア人の居住地であるイストリア、ダルマチアなどの領土がイタリアに譲
渡されたことが紛糾の原因となっていたが（クリソルド 1980）、この件に
関してクロアチア系移民組織のいくつかがアメリカ政府への働きかけを行
っている。さらに、1918年 1月、ウィルソン大統領による演説で一四カ
条の平和原則が発表されると、移民たちのウィルソン支持の熱気は高まっ
た。同演説は、帝国内での民族の自治としか言及しておらず、南スラヴ運
動の指導者にとってはまだ不十分な内容であったが、演説自体はクロアチ
アでもアメリカの移民コミュニティでも歓迎されたのである(Čizmić 1982:
268-9)。さらに、1918年 5月 29日には、アメリカはハプスブルク帝国維
持という従来の政策を変更し、6月 24日には、国務長官ロバート=ランシ
ングが、「スラヴ人(race)のすべての語族(branch)が、完全にドイツとオー
ストリアの支配から自由になること」をアメリカの立場とする旨、声明を
発表した。こうした中、クロアチア系やスロヴェニア系の移民組織や、そ
れらの組織の指導者は、コルフ宣言で出されたセルビアの王権支配国家構
想にアメリカが反対するよう、ワシントンに請願を送っている。11月に
はオーストリアとハンガリーはそれぞれ休戦し、二重帝国も崩壊した。11
月 19日、クロアチア系、スロヴェニア系聖職者たちや移民コミュニティ
の民族運動の指導者たちがピッツバーグで会合を開き、パリ講和会議に向
かおうとしているウィルソンにメモランダムを送った。その内容は、少数
民族の友であるウィルソンに敬意を表し、イタリアやセルビアの占領から
クロアチアとスロヴェニアを救うよう求めるものだった(Prpić 1971:
242-5)。しかし、アメリカはこれに介入せず、セルビアが覇権的な地位と
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なる中央集権的な王国作りを進める中、国境、政治体制など様々な問題で
クロアチア本国は混乱した。こうした本国の状況をうけて、アメリカにお
ける南スラヴ運動は急速に崩壊したのである。
それでは、この時期に主導的な移民組織より出された言説はどのような
ものだっただろうか。この時期に発行されたクロアチア系移民組織の出版
物や新聞、特にクロアチア系移民最大の民族協会であるクロアチア民族協
会の会員規約、大会議事録、子ども向け新聞 Pomladak （「青少年」）
(Pomladak 1916-1918), NCS 1915, 1918)などを見ると、民族や人種に関す
る言説には次のような傾向があった。
一点目は、郷土、歴史的記憶、民族の本質的な性質という言説を通じて
形成された栄光あふれるクロアチア人像である。これらの言説は、血や部
族によって結ばれ、ある特別な美点と特徴を持つクロアチア人という言説
を支え、文化的な言説が、生物学的、本質主義的な様相を呈していった。
さらに、これらの言説のいくつかは、ヨーロッパという概念を含み、クロ
アチア人やその文化を、ヨーロッパに位置づけることに成功している。こ
の栄光あふれるクロアチア人像を民族意識鼓舞の拠り所とし、クロアチア
人として望ましい道徳意識や行動が提示されていったが、これらは、読者
であるクロアチア系移民たちのアメリカでの適応と、民族の文化・歴史・
言語の学習を通じた民族意識強化という二つの側面を持っていた
(Pomladak 1916-1918, Nomura 2007: 150-154)。
第二に、トルコ人、オーストリア・ハンガリー帝国からの支配者、クロ
アチア国内の貴族が他者として描かれていた。 トルコ人は、非ヨーロッ
パ世界を代表するものとして、帝国からの支配者は「ドイツ人」としてし
ばしば表現された。また、クロアチアの貴族はクロアチア人の民族運動を
抑圧する圧政者として、旧体制を象徴するものとして表象された。ここで
は、クロアチア人は、ヨーロッパ人であり、アメリカの敵ではなく、自由
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と独立をもとめる集団で、さらに、圧政に抵抗する「クロアチア農民」と
して描かれた(Pomladak 1916-1918, Nomura 2007: 152-157)。さらに、アメ
リカにおける自己集団像としては、スト破りをしない労働者が描かれ、ス
ト破りが会員権剥奪の対象となることが繰り返し喚起された(NHZ 1912:
60, NCS 1918: 61)。このことは、これは第一次世界大戦前後にクロアチア
系移民たちも次第に組合に参入していったことと関係があると思われる。
最後に、クロアチア民族協会が提示する民族、人種像は、南スラヴ、ス
ラヴの概念とも関わっていた。新聞や会員規約では、クロアチア人は南ス
ラヴ、スラヴ、ヨーロッパ人へと分類され、他の南スラヴ、スラヴの諸民
族は兄弟姉妹とされ、「皆は一人のために、一人はみなのために」 (NCS
1912: 9, 1915: 9)、と結束が訴えられた。この言説の特徴は、まず第一に、
スラヴ主義と南スラヴ主義が両方扱われており、両者が混同されているこ
とである。クロアチア民族協会は、さかんにスラヴ、スラヴ人の現状を報
告し、彼らの間での連帯を説き、またスラヴという言葉を多用した。本国
の南スラヴ主義が、基本的には南スラヴ人達の連帯という考えに基礎を置
いていることを考えると、アメリカの移民の間で成立したこのスラヴ主義
は、当時スラブ系を差別していたアメリカの社会、文化的文脈と一定の関
わりがあるように思われる。さらに、この言説はしばしば文明化、進歩と
いう概念を含んでいた。例えば、闘争するスラヴ、南スラヴの人々は文化
的な集団とされ民族運動は、人道主義的で「文明世界全体」に影響を与え
るものであり、「政治的扇動」であるだけではない、「民族の文化的進歩」
の一環だと捉えられた(Pomladak 1917: 10)。つまり、この民族運動は、合
衆国の「文化的」な社会に自己集団が受け入れられるように求める活動と
も重なり合っていたといえる。南スラヴの統一という言説は、本国のそれ
とは同質ではなく、アメリカでの移民たちの社会、文化的な現実と関わり
合っており、人種という概念と深く結びついた市民権取得や同化を促す言
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説と一体となって進展していたといえよう。
b）日系移民のアメリカ化運動
一方、日系移民は、20世紀初頭から組織的な排日運動に直面しており、
土地法などの法律、ボイコット運動、メディアを通じたプロパガンダなど
が展開されていた。飯野は、日米の経済上の競争、日本の膨張的傾向、人
種的偏見、選挙戦での排日論の利用など様々な要素が関連しあって、排日
運動が形成されていったことを示している（飯野 2000: 36, 49）。大戦前の
1913年には、「外国人土地法」により、市民権を取得できない外国人、す
なわち、日本人の土地所有が制限され、また、アメリカと日本の満州にお
ける利害が対立するなど、日本とアメリカの関係は不安定であった(飯野
2000、紀平編 1999:265-272)。しかし、日本が第一世界大戦中にはアメリ
カと味方同士となったことから、アメリカでの排日運動は一時的に弱まっ
た。
こうした中で、第一次世界大戦前後のアメリカでの同化主義や排日運
動、越境的に展開する日本のナショナリズムの影響下で、アメリカにおけ
る移民コミュニティの指導者たちや日系移民新聞は、移民たちの民族・人
種・エスニックアイデンティティーの形成に関わっていった（田村・白水
編 1986）。19世紀末からはじまり、20世紀初頭より組織化され、一層激
化していった排日運動は、はじめは、大部分が単身の男性移民で構成され
る日本人移民社会の買春や飲酒、賭博を批判していた（Daniels 1988: 106,
111; Ichioka 1988: 28-36, 82-89; Takaki 1989: 51）。そのため、これらの言説
は家族や妻の呼び寄せを推奨し、女性移民たちに対して移民社会形成に重
要な役割を果たすことを期待する家庭論を提唱した。
日本からアメリカ本土への大規模な女性移民は、労働移民が禁止される
紳士協約（1907-1908）が家族呼び寄せを禁じていなかったことから、写
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真花嫁などの家族呼び寄せとして、1924年の制限移民法導入で実質的に
移民が不可能になるまでの期間に集中的に増加した（飯野 2000: 30-34;
Glenn 1986: 8, 31; Ichioka 1988: 52, 69）。写真結婚や女性たちの服装や習慣
などは排日論の中で非難の対象となり、日本人は同化不能という主張に利
用された。このような排日論に対し、日系移民メディアや在米日本人会の
指導者たちは、女性たちが、男性の多い移民社会を救済し、家族形成によ
って移民社会が改良されると唱えた。特に 1910 年代には、日本民族が
「文明的」で同化可能であると証明し、よりよい人種像、民族像をアメリ
カ社会に示すのは、「健全な」移民の家族形成と移民社会の改良を通じて
てあるとの主張がなされた。さらに、女性移民たちの労働力への期待もあ
った。こうして、多くの日系移民新聞で良き家庭像と女性の役割が強調さ
れたのである（Azuma 2005: 35-60; Glenn 1986: 4-5; Ichioka 1980: 349;
Nomura 2008 ; Spickard 1996: 1-6; Yasutake 2004: 108, 221; 粂井 1995:
141-146; 松本 2007）。
例えば、カリフォルニア州を中心に、多くの読者・投稿者を有する合衆
国本土で最大の日系移民新聞であり（田村・白水編 1986: 10-12, 201）、そ
の編集者や寄稿者、投稿者などが日系移民コミュニティや在米日本人会で
指導的役割を果たした人物が多い『日米新聞』（以下『日米』）(安孫子久
太郎によって 1899年にサンフランシスコで創刊)は、ケーススタディとし
て第一次世界大戦中の言説を検討するのにあたり、多くの示唆を持つ。
『日米』では、出稼ぎ根性を捨てて家族を持ち、アメリカで農業などを
始めて定住する「土着永住論」を唱えた社長の安孫子久太郎 （Ichioka
1988: 146-150; 田村・白水編 1986: 205-211）などの方針で、移民コミュ
ニティの指導者達の言説を反映した紙面作りが行われていた。そのため、
『日米』は「家庭論」を基軸に据え、女性移民達に移民社会形成に重要な
役割を果たすことを求める言説を形成しており、これが投稿エッセイや投
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稿文学にも一定の方向性を与えていた。
実際に、『日米』には、廃娼運動などを展開する日本基督教婦人矯風会
（日本WCTU）など社会改革運動に携わる組織の活動や講演、談話の内容
を紹介する記事や転載記事、移民女性たちのアメリカでの活動記事、買売
春や飲酒などの悪徳を排除する取り組みについての記事などが、多く掲載
されている(一政 2011)。1916年 10月 5日には、「家庭」欄が『日米』に
登場し、日本の識者のエッセイや論評などが紹介され、家事育児のアドヴ
ァイスだけでなく、良妻賢母像も描かれていった。さらに、第一次世界大
戦中に投稿募集されたエッセイでは、「我が見たる良き家庭」（1918年）
や「アメリカ生活を写せる短文」（1918年）などがテーマとして掲げられ
ており、そこでは白人アメリカ人の生活が理想とされていた。また多くの
記事において、他のアジア諸国の人々やアジア系移民、黒人などが非文明
的なイメージで描かれる傾向にあった。戦争に参加する行為自体も、「日
本人は義勇なれば無代でも戦争に行くが其處になると支那人は高き賃金と
なれば直ぐに死ぬことをも忘れて危地へ赴く」(1916年 11月 13日)のよ
うに、連合国側に従軍する中国人を金のためだけに従軍したように描く記
事も見受けられた。こうして、日系移民に対して、アメリカでの理想の家
族像や、成功した（または成功のために努力している）移民家族像、女性
像や子ども像が提示され、そのような表象を通じて、あるべき日系移民
像、民族像が示されていくことになる。しかし、第一次世界大戦の終結と
ともに、再び、アメリカにおける排日運動は激化した。1920年には写真
花嫁禁止の淑女協定が、1922年には、帰化権を求める小沢孝雄訴訟に対
し、最高裁が帰化権を否定し、そして 1924年には、帰化不能外国人の移
民を完全に禁止する制限移民法が成立したのである。
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IV. お わ り に
第一次世界大戦中の戦時協力と、本国のナショナリズムや民族運動との
越境的なつながりは、特定の人種、民族像が形成されていく契機となっ
た。東欧系、アジア系両者の移民コミュニティ内では、それぞれ「文明的
で同化可能な」集団として、越境的な存在である家族、民族集団、国家像
が提示されていった。
クロアチア系移民では市民権取得の促進と、自由を求めてアメリカの立
派な市民になりえるヨーロッパの民族という表象を中心に、彼らの「白人
性」が構築されていった。一方、日系移民を見てみると、排日運動が激化
していった大戦前後の時代を通じて、日系移民コミュニティではアメリカ
化の重要性と民族的誇りが説かれ続けた。このとき、あるべき女性像や家
族、民族像が提示され、革新主義にもとづいた社会改良運動などを通じ
て、アフリカ系や他のアジア系、メキシコ系などとの差異化が図られて、
日系移民の「白さ」が強調されたが、日本生まれの日本人移民が帰化して
市民権を獲得する可能性は依然として閉ざされたままであった。
以上のように、第一次世界大戦期に移民集団の人種・民族像の構築と集
団の枠組みの構築、他集団との差異化が、アメリカ化と越境的な民族、国
家像に関わる言説とともに進行した。しかし、それはアメリカ社会の中
で、誰が白人アメリカ人となっていくか、誰にシティズンシップが許され
ていくかという問題と重なり合っていたのではないだろうか。
移民をめぐる民族、人種像と集団の枠組みの構築は、アメリカや本国が
第一次世界大戦中にどのように他地域と関わろうとしていたか、というグ
ローバルな文脈と、そのグローバルな関係性の形成の中で進行する人種と
いう枠組みの構築とも深く関わっていたといえよう。
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